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�中国補聴器センター日曜営業
はじめました

ご　挨　拶

　2010年度の終わりに近くなって日本国有史以来の大災害“東日本大震災”に見舞われた。

被災された方々へのお見舞いを申し上げるとともにお亡くなりになられた方々のご冥福を

お祈り致します。宮城県石巻市に友人並びにご家族様に連絡が取れず、安否が心配でしたが、

ご無事な連絡を頂きホッとしました。震災へのお見舞いは会社からと社長・小生も、そして

社員共々、第一次の募金を日赤に送りました。マスク・タオル等被災友人の会社に、また

メーカーさんを通してお送りした。また来店頂いたお客様と共同で募金活動を継続しております。

原子力発電所事故の収束を願って止みません。�          
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　季節は巡り花・満開を迎えました。写真はその直前の伯耆（ほうき）富士・大山のです。

変わらない姿に励まされます。

   本号もまた補聴器性能・特に動特性について述べます。

㈮：ＫＰの下限は�         

　測定規格で55ｄＢと80ｄＢを決めている理由は何だろう？　特に小音圧の55ｄＢの理由は。�         

　理由の１として測定装置の最小音圧は50ｄＢから安全を見て55ｄＢとした？　�         

　その２として会話レベルを55ｄＢとした？私見ではその2、の会話レベルと考えたい。�         

　弊社の指示値は65ｄＢです。そしてこの数値はＫＰとの関連を示唆しているようです。�         

　あるメーカーではこの55ｄＢをＫＰとし、調整できない固定レベルとしています。�         

　理由は明らかにされないが。これらのことからＫＰの下限は55ｄＢと考えられる。�         

　よってＫＰの下限は55～65ｄＢが適していると考えます。�         

          

㈯：ＫＰ：55ｄＢ未満では音場測定が困難�         

　ＫＰが55ｄＢ未満に設定されている場合、しっかりした防音検査室以外、音場閾値測定する

　のは難しい。�暗騒音が55ｄＢ以上あれば圧縮がかかり利得が減少しています。かなり静かと

　感じても�低音の騒音レベルは大きく、ＡＧＣiは作動してしまう。この結果装用閾値は間違った

　大きな数値となってします。リニア補聴器では生じなかった現象です。�         

          

㉀：装用閾値は周波数特性の利得値とインサートイヤホンの閾値から求める

　ノンリニア補聴器ではＫＰ以上の音圧で利得は変化し続けています。これでは装用者への

　言葉もレベル変動し、分かりにくい事になります。少なくとも会話レベルでは利得が変動しない

　事が必要です。弊社ではＫＰは65ｄＢとし、少し大きめの声までリニアに聴取できるよう設定

　しております。会話レベルまではリニアを保持し、これを超える入力では不快に達しないよう

　ＡＧＣi：コンプレッションをかけます。そして入力音圧65ｄＢでの出力レスポンスからの

　利得を知り、インサートイヤホンで求められた閾値から減算した値が装用閾値として図示して

　います。�         

          

㈷：デジタル補聴器では、パソコン表示の特性の他に様々な機能を備えています�         

　これらは装用者に思わぬ影響を与えています。メーカーはこれらの情報をしっかり、分かり

　やすく公開してほしいものです。�         �         

図２：デジタル補聴器のＡＴ・ＲＴ測定音�          
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＊北アフリカ・リビアからの現地報道テレビを観ていて会話に大きな時差が有り不自然さを感じ

　ました。遠いアフリカからの電波の伝わり時間？と何気なく考えていましたが違っていました。

＊ＡＵＤＩＯＬＧＹ　ＪＡＰＡＮ　Ｖｏｌ．54　Ｎｏ．1「短信」に服部浩先生のＣＩ－ＨＡの

　時間差の説明があります。�         

＊デジタル・ノンリニア補聴器で生ずる不快さの原因に時間差を見つけました。�          

＊最近の電子装置には膨大な数の素子が使用され、それらが全て動作するまでに時間がかかって

　おります。

＊遅延時間（ディレイタイム・ＤＴ）と言われたり、アタック・リカバリタイム（ＡＴ，ＲＴ）

　と云われます。

＊この時間内に生ずるものを「過渡現象あるいは過渡特性」と言います。

�

ディレイタイム（ＤＴ）�         

真空管式やトランジスタでのオールドタイプ増幅器では位相のずれはあっても瞬時に伝達処理

されました。�膨大な数の素子で構成されるデジタル増幅器では素子間伝達に時間がかかっています。

ディレイタイムと言われ、単に始まりが遅れるだけで、それ以後はスムースに動作しています。

㈰：補聴器の処理時間は通常5ｍＳ以内であり、あまり違和感はない         

 　10ｍＳを超えると違和感が生じます。�         

 　10ｍＳを超える補聴器のフィッティングに困難さがある事を発表しました。

　（2003年Auiology Japan） 

㈪：各社各種のテレビ支援装置では長いもので200ｍＳのＤＴが見つかりました�         

　同一装置を両耳で使用の場合は問題ないが、一則のみでは時間差のため反響・エコーの現象となります。

　この時間差は左右差を指標にする方向性の外、聴力型によっては直接聴取できる帯域と�         

　処理時間がある帯域とでおかしな聞こえとなります。�         

　（ＴＶ放送においてデジタルＴＶでは膨大な素子による処理時間のためアナログＴＶより�         

　2秒位遅れがあります）

㈰：ノンリニア増幅の目的は不快感の除去�         

　補聴器販売の初期、補聴器の不具合を検討しました。その項目を列挙・整理したら26項目程度

　でありました。不具合比率の最も高いものは“雑音”・響く＝不快感でした。雑音は既報した

　ように生活音であり、嫌悪されるのは不快レベル以上に到達した音でありました。この不快音を

　除去するために開発された技術がピーククリッピング（ＰＣ）、自動利得調整器ＡＧＣi,ＡＧＣo）

　でした。アナログ補聴器ではＰＣは応答時間は早いが高調波歪みがあり、ＡＧＣは歪みは

　少ないが時間遅れがあると云われていました。デジタルＡＧＣでは歪みが少ないPCが可能と

　なっています。         

㈪：アタックタイムが長いと不快感がでる�         

　ノンリニア補聴器では大きな衝撃音入力に素早くＡＧＣi（コンプレッション・ＣＯＭＰ）が作動し� 

　増幅度を小さくして、出力を指定のレベルに抑えます。この”素早く”時間をアタックタイム

　（ＡＴ）といいます。ＡＴが短ければ不快を感じないが10ｍＳを超えると不快を感ずるように

　なります。最近私用の補聴器でＭＯＰをＵＣＬ以下に調整していても不快は除去できない

　不具合がありました。原因はＡＴが20ｍＳもあることでした。　�         

　ＡＴが20ｍＳですとこの間の出力はその補聴器の能力最大までのレベルまで達します。　

　私の例ではＭＯＰ＝90ｄＢに抑えているつもりでしたが、ＡＧＣi＝ＯＦＦでは110ｄＢ（ピーク）

　であり、20ｍＳに近い時間、この音圧を受けており、�不快感があったのです。

㈫：アタックタイム以後のＡＧＣi作動時では言葉が聞こえない事がある�         

　ＡＧＣiが作動している時間は利得が小さくなります。その結果聞こえていた言葉が消えて

　しまいます。例えば　ＫＰ：55ｄＢ　ＣＲ：2.0　Ｇａｉｎ：30ｄＢでは55ｄＢ入力の出力は

　85ｄＢ。閾値が80ｄＢの場合、閾値上5ｄＢで聞こえます。�ここに75ｄＢの騒音あるいは

　音声があるとＡＧＣが作動し、ＣＲ2・0から　Ｇａｉｎは10ｄＢ減少し20ｄＢ。この結果

　55ｄＢ入力の出力音は「55＋20＝75ｄＢ」となり、�80ｄＢの閾値より5ｄＢ小さくなる、即ち

　きこえは消えてしまいます。�         

　このようにノンリニア補聴器ではアタックタイム以後大きな入力が続く間、増幅度は減少

　しています。この結果遠くの声は聞こえるが、近くの言葉が聞きにくい事になります。

　騒音のＳ／Ｎ問題と混同される事がありますが全く別の要素です。�         

          

㈬：リカバリ・タイム（ＲＴ）は�         

　ＲＴはＫＰを超す大きな入力が無くなった以後、徐々に回復し元の利得の±2ｄＢになるで

　の時間を云います。このＲＴ内では元の利得より小さく、大きさが制限されています。�         

　またＲＴにはショート（Ｓ－ＲＴ）とロング（Ｌ－ＲＴ）があります。Ｓ－ＲＴはおよそ

　100ｍＳ、Ｌ－ＲＴは2000mSに達しています。�         

          

㈭：ＡＴ／ＲＴの測定法�         

　ＡＮＳＩ・ＩＥＣ規格では　周波数：2ＫＨｚ　55ｄＢから80ｄＢ入力を切り替えて、�        

　±2ｄＢに安定するまでの時間と規定しています。測定開始からの音は　80ｄＢ（2Ｓ）

　→55ｄＢ　（2Ｓ）→80ｄＢ（100ｍＳ）→55ｄＢ（2Ｓ）→80ｄＢ（2Ｓ）→55ｄＢ（2Ｓ）の

　順に進み、約10Ｓの時間をかけています。 �80ｄＢ（100ｍＳ）でＳ－ＲＴを求めています。

　測定装置は80ｄＢの他� 75・85・90ｄＢを選択でき、弊社では55ｄＢと音暑さが30ｄＢと

　なるよう85ｄＢを採用しています。�         

    

【1】　過渡特性

【2】　デジタル処理での過渡特性

【3】　ノンリニア補聴器の処理時間とその不具合�           

　図１：ＡＴ・ＲＴの測定音

図１のA曲線はＡＴ：49ｍＳ、この間、出力は100ｄＢを示しています。Ｂ曲線はＳ－ＲＴで、
65ｄＢから73ｄＢに回復しています。Ｃ曲線はまだ時間を必要とする事を示しています。�          
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